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研究要旨 

昨今、PM2.5、ダンプネス、真菌・細菌、アレルゲンなど室内環境として考慮すべき要素も増えて

きている。本項では、室内汚染質として今後考慮が必要な物質を提案することを目的とし、可塑剤・

難燃剤成分である SVOC（準揮発性有機化合物）、及びアレルギーとの関連性が言われているエンド

トキシン（Endotoxin；内毒素）について情報を収集・検討、報告した。 

可塑剤として多く使われてきたフタル酸エステル類は内分泌かく乱作用が、リン酸系難燃剤はアレ

ルギー関連性や発がん性に加え、神経系への影響と生殖毒性が懸念されている。日本を含め先進各国

では DEHP、DBP、BBP 、DIBP など一部成分に対する規制が行われている。日本住宅のダスト中

では DEHP 濃度が最も高く次に DINP となり、成分比は DEHP が全体の 83～84％、DINP が 13％

で、両成分が全体の 9 割以上を占めている。SVOC の空気中濃度は低く、TDI に対する 1 歳乳児の平

均摂取割合も高くなかったが、最大値から試算すると DIBP 28.0%、DBP 14.3%、DEHP 2.0%と DIBP

及び DBP は摂取割合が高くなると報告されている。 

グラム陰性菌が産生するエンドトキシンへの曝露はアレルギー症の重要な因子とされているが、曝

露時期によって免疫調節能力が付くことも、アレルギー症状を悪化させることもある。環境中のあら

ゆるところに存在することから、微生物汚染の指標として活用することも考えられる。 

ハウスダスト中エンドトキシンは約 250～35,000EU/g と幅広く分布するが、数千 EU/g 程度が一

般的である。 

空気濃度では、高齢者施設や住宅では 1EU/m3未満が多く全体的に低いが、10～30 EU/m3以上ま

で検出される居室など他室より有意に高い室が一部に存在する。オフィス環境では 1EU/m3 未満が

殆どであり、オフィスより高齢者施設がやや高めの濃度を示す傾向にある。また、高齢者施設の一部

では冬期のみに高い ET 濃度が観察されるが、この要因としては加湿器の汚染が疑われるとしてい

る。室内における細菌濃度は建物や設備に汚染が無い限り人体が主な発生源であり、複数の人が集ま

って活動する共用空間の濃度が高くなる傾向が見られるとしている。 

 

A．研究目的 

住宅内のリスク要因として空気質の問題がある。

空気中の化学物質によるシックハウス症候群は

1996 年国会で取り上げられ、2000 年代初頭には

関連指針値、基準、法律の整備が行われた。その中

で大きな転換点となったのが厚生労働省のシック

ハウスに関連したガイドラインの策定である。こ

こでは、13 物質の指針値及び TVOC の暫定目標

値を設定している。厚生労働省のガイドラインと

共に、国土交通省による改定建築基準法（2003 年）

の施行は室内空気質を劇的に改善したと評価され

る。 
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更に昨今は、PM2.5、ダンプネス、真菌・細菌、

ウイルス、アレルゲンなど室内環境の中で考慮す

べき要素も増えてきている。 

本項では、室内空気の汚染物質と健康リスクを

考える上で、今後考慮が必要な物質を提案するこ

とを目的とし、可塑剤・難燃剤成分である SVOC

（Semi Volatile Organic Compounds；準揮発性

有機化合物）、及びアレルギーとの関連性が言われ

ているエンドトキシン（Endotoxin；内毒素）につ

いて情報を収集・検討、報告する。 

 

B．研究方法 

厚生労働省科学研究及び既往研究、政府機関に

よる発表資料などを調べ纏めた。 

 

C．室内空気中の汚染物質 

産業化が進んでいた 1950～70 年代は公害と煤

じんと呼ばれる大気汚染、そして室内での喫煙や

燃焼器具が問題となっていたが、1990 年代に入っ

てからは内装材から発生する化学物質によるシッ

クハウスが社会問題となった。室内空気質はシッ

クハウス症候群（Sick House Syndrome）と化学

物質汚染が広く知られているが、室内空気には化

学物質以外にも様々なものが含まれている。 

例えば、空気中には真菌・細菌などの微生物、

PM10／PM2.5 などのパーティクル（浮遊粒子状

物質）、アスベスト、アレルゲン、においなども問

題になる。昨今の新型コロナ感染症（COVID-19）

もエアロゾル感染といった空気伝播の可能性が指

摘されていることから、ウイルスも空気中汚染質

の一つと言える。 

表 1 に室内空気中の汚染質になり得るものを挙

げている。物質によって発生源は建物自体、家具・

什器、生活用品、燃焼器具、生活活動、大気（自然）

からの流入、人体や動物など多岐に亘る。この中

で、ラドンはヨーロッパ、北アメリカやアジアな

どの大陸では土壌（岩盤）から発生するため地下

室や室内濃度が高くなることがあり、肺がんの原

因として喫煙に次ぐ 2 番目の因子のとなっている

が、日本では土壌からの発生量が少なく室内濃度

も低いため問題になることは殆どない。 

本章では、比較的新しい汚染物質として、可塑

剤・難燃剤成分として室内に膨大な量が使われて

いる SVOC（Semi Volatile Organic Compounds：

半揮発性有機化合物ともいう）と、アレルギー症

と関連性が言われているエンドトキシ ン

（Endotoxin：内毒素）についての情報と既往研究

について報告する。 

 

C1．SVOC 

C1.1．概要 

SVOC とは、WHO の定義 1)では VOC より沸点

が高く揮発性が低い成分をいう。沸点 240～260℃

から 380～400℃程度で、空気中で検出される成分

もあるが、多くは蒸気圧が低いため空気中に存在

しにくく物体表面やダスト表面に付着して存在し

ているとされる。 

厚生労働省のシックハウスに関連した指針値の

うち、フタル酸ジ-n-ブチル（DBP）、フタル酸ジ-

2-エチルヘキシル（DEHP）はフタル酸エステル類

と呼ばれる SVOC 成分であり、新しい指針物質の

候 補 と し て 議 論 さ れ て い る TXIB(2,2,4-

Trimethyl-1,3-pentanediol iisobutyrate)もSVOC

に分類される。 

 室内の SVOC は可塑剤・難燃剤として添加され

た成分が放出されたものと考えられる。これらの

成分は床材や壁紙等の内装建材や家電、玩具、化

粧品等あらゆる家庭用品に使われ、その使用量も

膨大であるため室内の重要な汚染物質である。 

 SVOC 成分を含む製品の使用拡大、難分解性に

よる長期的汚染は健康影響が懸念されているが 2）、

可塑剤として使われてきた DEHP（Diethylhexyl 

phthalate）、DBP（Dibutyl phthalate）、BBP

（Benzyl butyl phthalate）のようなフタル酸エス

テル類は内分泌かく乱作用が疑われている。スウ

ェーデンの研究ではハウスダスト中のフタル酸エ
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ステル類濃度と子供の喘息やアレルギー症状に関

係性が見られると報告している 3）。 

EU（欧州連合）は古くからフタル酸エステル類

に対する規制の動きがあった。デンマークは 2011

年に DEHP、DBP、BBP 、DIBP（Diisobutyl 

phthalate）の 4 物質の室内使用に対して 2013 年

12 月から国内規制を始める提案をしていたが

2014 年に撤回となった。これは、ECHA（欧州化

学物質庁）から健康への複合影響に関する科学的

証拠が不十分で、REACH（Regulation concerning 

the Registration, Evaluation, Authorization and 

Restriction of Chemicals）規則で制限できないと

の指摘があったからである 4)。 

その後は、スウェーデンやフランスなどがフタ

ル酸類に関する規制の必要性を表明するなど規制

の動きは続いており、その後 RoHS（有害物質使

用制限指令）で規制することが決定された 5)。 

最近の海外動向 6)としては、US EPA が有害物

質規制法（TSCA）に基づいて 2020 年 12 月、DIDP

および DINP に関するリスク評価範囲原案を公開

し、これまでデータが不足していた製品種目

（DIDP 50 種目、DINP 63 種目）についてリスク

評価を行うことにしている。その中には、建築材

料、家具、電子製品、美術／工芸品、接着剤、塗料

／コーティング剤などが含まれる。  

欧州委員会では、承認リストに内分泌障害性可

塑剤を追加することについて協議している。 4 種

類のフタレート（DEHP、BBP、DBP、DIBP）の

内分泌妨害特性を含めるために REACH 許可リス

トを改正する規制方案について協議している。

ECHA の勧告に従い、前出 4 フタレートの付属

XIV エントリを更新するとしている。これらの 4

フタレートは以前から生殖毒性を有するとして認

可リストに追加されていた。以後、内分泌妨害特

性上、健康リスクを理由に高危険性懸念物質

（SVCS）として特定された。 

 

C1.2．健康影響 

 可塑剤として多く使われてきたフタル酸エステ

ル類（DEHP、DBP、BBP など）は内分泌かく乱

作用が疑われている。スウェーデンの研究ではハ

ウスダスト中のフタル酸濃度と子供喘息やアレル

ギー症状に関係性が見られると報告している 7)が、

SVOC 成分を含む製品の使用拡大、難分解性によ

る長期的汚染は健康影響への懸念を強めている 8)。 

リン酸系難燃剤は、アレルギー関連性や発がん

性に加え、神経系への影響と生殖毒性も報告され

ている（Andersen et al., 20049）、Ni et al., 200710））。

特に小児の場合、学習発達と行動障害との関連性

も懸念されている。 

難燃剤としては、かつてはポリ塩化ビフェニル

（PCB）も使われたが、人体への毒性が強く発が

ん性、皮膚や臓器への障害など有害性が大きいこ

とから今は使われなくなっている。その後は、臭

素化難燃剤であるポリ臭素化ビフェニルエーテル

類（PBDEs）及びポリ臭素化ビフェニル類（PBBs）

が EU で電気電子製品中での使用濃度に制限

（2006 年）が設けられ、残留性有機汚染物質に関

するストックホルム条約の対象物質に指定された。 

 

C1.3．国内事情 

 図 1 に示すように、国内における可塑剤生産量

はフタル酸が 8 割以上を占めている。全体量はこ

こ 20 年間半減しており、フタル酸の中でもDEHP

の割合が徐々に減少するとともに DINP の生産量

が急激に上がっている 11)。可塑剤としては DEHP

から DINP（Di-isononyl phthalate）や DINCH

（1,2-Cyclohexane dicarboxylic acid diisononyl 

ester）へ替わりつつある。国内におけるフタル酸

エステル類の生産量や使用量は減少傾向にあるが、

膨大な既存生産分は依然と環境や人体へ脅威とな

っている。 

難燃剤においても、健康影響や規制により代替

物質の開発と利用が増加しており、特にリン酸エ

ステル系難燃剤は代替物質として需要が増加して



- 46 - 

いる。例えば、PBDE（PolyBrominated Diphenyl 

Ether ） か ら HBCD （ 1,2,5,6,9,10-

hexabromocyclododecane）へといった代替物質へ

替わりつつある。リン酸エステル類は内分泌かく

乱作用や子供のアレルギー症などの健康影響が懸

念されているが、環境中濃度でどれぐらいの影響

があるかはまだ不明な部分が多い。 

 

C1.4．既往研究 

 2013 年度厚生労働科学研究 12)では、20 種類の

建材からの放散量を測定し、クッションフロア、

テーブルクロスから DEHP の放散が多く、カーペ

ットタイルや一部の壁紙からも高放散が見られる

ことから建材の選定には注意が必要であるとして

いる。DBP は壁紙、EVA 樹脂タイル、イグサシー

トなどからが放散されるが放散量としては DEHP

より低いレベルであった。DINP は分析対象外で

あったためデータは示されていない。 

SVOC は空気中でガス状として存在しにくいと

されており、シックハウス検討会 13)で報告された

結果からも DBP、DEHP の気中濃度は当時の指針

値 220µg/m3（2022 年 3 月現在、100µg/m3）、

120µg/m3（2022 年 3 月現在、17µg/m3）に対して、

わずか 0.5µg/m3 以下と極めて低い濃度であると

している。 

2017-2018 年度厚生労働科学研究 14)では、空気

濃度を測定しフタル酸類 9 物質を定性定量した結

果、DBP 及び DEHP が検出されたが平均

0.2~0.3µg/m3と低いと報告している。ハウスダス

トは分粒し、粒径別の濃度を分析している。  

定量した 9 物質の SVOC の総量としては、粒径

100μｍ以下ダストでは平均 1,983μg/g、100～

250μm は平均 3,028μg/g で 100～250μm の方が

より高い濃度を示した。また、DMP、DBP、DEHP、

DINP、DNOP の 5 成分でも粒径 100〜250μm の

方が有意に高く検出された。成分比は DEHP が全

体の 83～84％、DINP が 13％で、両成分が全体の

96～97％を占め、残りの 7 成分は少量しか検出さ

れなかった。 

最も高い濃度を示した成分は DEHP、次いで

DINP となった。DEHP の中央値は、粒径 100μm

以下が 1,381μg/g、100～250μm が 1,865μg/g、

DINP の中央値は粒径 100μm 以下が 138μg/g、

100～250μm が 188μg/g であった。  

2019-2020 年度厚生労働科学研究 15)では、住宅

内のフタル酸類（可塑剤成分）20 成分及びリン系

化合物（難燃剤成分）14 成分に対して全国の一般

家庭 162 軒から採取したハウスダストにおける各

成分の曝露レベルを調査すると共に、23 家屋（46

カ所）に対する室内空気中のフタル酸成分濃度を

調べている。 

空気からは DEP、DnPP、DIBP、DBP、DEHP 

の 5 成分が検出、濃度平均として最も高く検出さ

れたのは DIBP で、DEHP、DBP、DEP、DnPP

の順であると報告している。DEHP は空気中濃度

が低いとされており、報告でも 0.5μg/m3未満の濃

度が多く、1μg/m3程度の濃度は 6 ヶ所から観察さ

れたとしている。一方、TDI に対する 1 歳乳児の

空気からの平均摂取割合は高くなかったが、最大

値から試算すると DIBP 28.0%、DBP 14.3%、

DEHP 2.0%と DIBP 及び DBP は摂取割合が高く

なることがあると報告している。 

ハウスダストの粒径 100um 未満のダスト中濃

度は、中央値として DEHP（1431µg/g）、DINP

（200µg/g）、DIDP（34.3µg/g）、DBP（29.9µg/g）

であり、DEHPの最大値は 23,000µg/g以上、DINP

は 13,000µg/g 以上と高濃度が検出されている。  

難燃剤成分としては床材の難燃剤成分である

TBOEP（8.0 µg/g）が最も高く、続いて TCPP（4.3 

µg/g）> TDCPP（3.5 µg/g）> TPHP（0.8 µg/g）

> TCsP（0.5 µg/g）> TCEP（0.4 µg/g）> CsDPHP

（0.1 µg/g）順と報告している。 

ダスト中フタル酸エステル類及びリン酸トリエ

ステル類について、個々の化合物としては SHS

（Sick House Syndrome：シックハウス症候群）

との関連は認められなかったが、混合曝露は SHS
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粘膜への刺激症状及び SHS において WQS 

Positive Model でリスクを上げる結果が認められ

たとしている。 

 

C1.5．まとめ 

SVOC は空気中濃度が低く食品など経口摂取を

除くと、曝露寄与は空気よりハウスダストが大き

いとされている。一方、ダストの採取や前処理法

が確立されておらず、研究者によって様々な報告

がなされており、未だに実態も明らかになってい

ない。 

日本を含む先進国で一部可塑剤成分への規制は

行われているが、米国と EU が家具及び建材に対

するフタル酸関連のデータを補完することにして

いることから未だに実態が明らかになっていない

内容が多い。これからも、可塑剤や難燃剤に対す

る規制は強化されると考えられるが、室内に使わ

れて生きた既存の使用分による汚染については早

急に対処する必要がある。 

前出の居住環境とダスト中SVOC濃度の実態調

査から、SVOC 濃度と建築年度、居住期間、床材

の種類と有意な相関の可能性が示唆されたことか

らも、今後、建材、家具、生活用品など室内汚染の

実態、住宅環境、健康影響などを総合的に調査し、

経口・経皮・吸入による人体の摂取量と摂取経路

を明らかにすると共に、室内環境での SVOC 汚染

と健康リスクを考える必要がある。 

 

C2．エンドトキシン 

C2.1．概要 

エンドトキシンはリポ多糖（LPS）、外因性発熱

物質（Exogenous pyrogen）としても知られてい

る。微生物（陰性グラム群生物）の細胞壁成分であ

り、細胞壁の破壊（死骸）により放出される。 

微生物の中でも真菌及び陽性グラム群生物を除

く陰性グラム群生物に限定され、グラム陰性菌に

は大腸菌、サルモネラ、腸内細菌科、ヘリコバクタ

ー、レジオネラなど真正細菌の大部分が属するた

め、実質的にエンドトキシンは水、空気、土壌など

あらゆる生活環境に存在する。 

エンドトキシンは細胞表面のTLR4 (Toll様受容

体 4、Toll-like receptor 4) に結合して各種サイト

カインを産生し、多くの生物活性が発現される。

血液中に混入すると発熱、敗血症性ショック、シ

ュワルツマン反応、多臓器不全などを引き起こす。

近来、歯肉炎や歯周病とエンドトキシンとの関連

性や熱中症の悪化にエンドトキシンが関与してい

る 16)との報告がなされている。また、多量の飲酒

により腸内のエンドトキシンが体内に吸収され、

発熱・炎症などの症状を引き起こすなど体に大き

な負担を与える 17)ことも報告されるなど、医学・

薬学・生理学におけるエンドトキシンへの関心は

高い。医薬品は内毒素による汚染がないこと（パ

イロジェンフリー、pyrogen free）が重要である。 

 

C2.2．アレルギーとエンドトキシン 

喘息・皮膚炎・目鼻の異常で代表されるアレル

ギー有症者の増加は個人の生活の質の低下と社会

活動に支障をもたらす。更に、労働生産性の低下、

医療費増加による社会損失と社会費用を増大させ

る。 

アレルギー症は先進国病と呼ばれるほど生活が

豊かになるにつれ増加する傾向を示すと言われて

おり、我が国でも平成 15 年国民生活基礎調査 18)

では全国 4 万人以上を対象にした調査結果から約

36％がアレルギー一様症状を有していると報告し

ている。更に、厚生労働アレルギー疾患対策報告

書 19)では全人口の約 2 人に 1 人が何らかのアレル

ギー疾患に罹患していることを示している。特に、

気管支喘息は小児・成人共に急増しており、小児

喘息はここ 20 年間で 3 倍近く急増しているとさ

れる 20)。 

アレルギーは I～IV 型（V 型まで分類する場合

もある）に分類され 21)、生活でよく見かける花粉

症、アトピー性皮膚炎などは I 型である。 

アレルギーを引き起こす原因物質をアレルゲン
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（allergen）と言い、スギやブタクサの花粉、動物

の毛、飲食物が有名である。他にもダニ、ユスリ

カ、カビ、細菌、ウイルス、植物、化学物質、金属、

繊維、ゴム、アスピリンやサルファ剤などの薬剤、

また普段から接する機会の多い作業現場で起こる

職業アレルギーなど様々なものがある。 

アレルギー症増加の原因としては諸説があり、

先進国での子供アレルギーの増加に関しては衛生

仮説(1989、Strachan DP) 22)が知られている。衛

生仮説では乳幼児期の汚染因子（非衛生的な環境）

への曝露が成長・成人期における病気やアレルギ

ー罹患に密接な関係を持ち、その原因物質がエン

ドトキシンであるとしている。乳幼児期にある程

度の汚染因子に曝露された子供は自然に免疫調節

能力をつけ、病気やアレルギーなどの疾患になり

にくくなるが、最近のアレルギー症増加は生活環

境が綺麗になりすぎて免疫調節能力をつける機会

が少なくなり免疫系の過剰反応であるアレルギー

症になりやすいという説である。 

衛生仮説を裏付ける研究結果 23)-28)からは農村

育ちやペットを飼っている家庭の子供はアレルギ

ー症が少なく、乳幼児期の曝露はアレルギー罹患

を抑制するが、その後の曝露はむしろ喘息・アト

ピー性皮膚炎などの症状を悪化させるといった同

じ物質が曝露時期によって正反対に働く性質も併

せ持っていることが示唆されている。 

 

C2.3．環境中エンドトキシン濃度 

 環境中エンドトキシン濃度の目安として図 2 に

上水、ハウスダスト、空調機各部表面の測定結果

例を示す 29)。1 日程度使用しなかった蛇口から受

けた水道水は 10～20EU/mL、水を十分流した状

態で 4EU/mL 程度である。暫く使用しなかった蛇

口は長時間空気と触れているため末端に近いほど

塩素濃度の減衰と汚染の可能性が考えられる。 

 ハウスダスト中エンドトキシンは数百から数万

EU/gまで分布するが数千EU/g程度が一般的であ

る。金らの住宅を対象とした研究 30)からは、約 250

～35,000EU/g と幅広く分布し、ダスト採取時期に

よる違い（夏期・中間期の濃度 ＞ 冬期）が示され

ている。 

一方、数百 EU/g と非常に低い濃度の住宅もあ

るが、細菌は人間、土壌由来であり環境中のどこ

にでも存在するため、濃度が高いだけでなく低す

ぎることも問題があると考えられる。 

 拭き取りテストによる空調機部位表面のエンド

トキシン濃度は、汚染されたフィルタやドレンパ

ンなどでは数百万～数千万 EU/m2 を超えること

がある。 

空気測定結果では、1EU/m3 未満が多く全体的

には低いが、10～30 EU/m3以上まで検出される居

室が 1 施設にあり、他にも 2～3 EU/m3 と他室よ

り有意に高い室が一部に存在する。室内における

細菌濃度は建物や設備に汚染が無い限り人体が主

な発生源であり、高齢者施設の測定結果から複数

の人が集まって活動する共用室の濃度が高くなる

傾向が見られる。一般的なオフィス環境では

1EU/m3 未満が殆どであり、オフィスより高齢者

施設がやや高めの濃度を示す傾向にある。 

10EU/m3 超える濃度は一般オフィスでは殆ど

観察されないが、高齢者施設の一部では冬期のみ

に高い ET 濃度が観察されるが、この要因として

は加湿器の汚染が疑われる。 

生活の中で水・食品などの細菌基準は厳格に管

理されているが、室内環境における微生物（カビ・

細菌）濃度に関しては学会規準 31)があるものの社

会的効力を持つ指針や基準は未だに定まっていな

い。微生物は培養法が基本となり結果導出までは

時間を要する。また、捕集から培養・同定に至るま

での誤差も大きいことに加え、濃度と健康影響と

の相関がはっきりしていないことがその原因と考

えられる。 

 エンドトキシン（細菌）はあらゆる環境に存在

し、環境中濃度をゼロにすることはほぼ不可能で

あるが、普段の生活上では衛生面から濃度を低く

抑えることは重要である。特に、空気中エンドト
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キシンは浮遊細菌由来となり、室内が清浄に管理

されていれば人体以外の汚染源は存在しないと考

えられるため、室内の清潔さを保つと共に吸入リ

スクを減らす観点からも空気中濃度は低く抑える

必要がある。 

 

C2.4．まとめ 

衛生仮説ではエンドトキシン曝露をアレルギー

症の重要な因子としているが、曝露時期によって

免疫調節能力が付くことも、症状を悪化させるこ

ともあり得るややこしい性質を有していると考え

られている。 

エンドトキシン、つまり細菌は環境中のあらゆ

るところに存在している。空気や水中濃度が高い

と明らかな細菌汚染の証拠となるためなるべく低

く維持することが重要である。一方、ダスト中濃

度は高すぎると清潔ではない環境である可能性が、

低すぎると微生物の生息が妨げられている環境に

あることも考えられる。 

アレルギー症は遺伝的な問題もあるが、生活環

境や生活習慣に起因することが多いことから、生

活環境のどのような因子が大きく寄与しているの

かを明らかにすることは罹患予防と症状改善の面

で重要である。 

 

D．結論 

室内空気の汚染物質と健康リスクを考える上で、

今後考慮してゆく必要のある物質として、可塑剤・

難燃剤成分であるSVOC及びグラム陰性菌が産生

しアレルギーとの関連性が言われているエンドト

キシンについて整理し報告した。 

可塑剤として多く使われてきたフタル酸エステ

ル類（DEHP、DBP、BBP など）は内分泌かく乱

作用が、リン酸系難燃剤はアレルギー関連性や発

がん性に加え、神経系への影響と生殖毒性が懸念

されている。可塑剤や難燃剤は建材から生活用品

まで幅広く使われており、室内環境中の汚染につ

いては注意が必要である。日本を含め先進各国で

は一部成分に対する規制などが行われているが、

未だに健康影響や汚染実態に関しては明らかにな

っていない成分も多く、規制物質に対しては代替

物質への移行も起きている。 

今後、建材、家具、生活用品など室内汚染の実

態、住宅環境、健康影響などを総合的に調査し、経

口・経皮・吸入による人体の摂取量と摂取経路を

明らかにすると共に、室内環境での SVOC 汚染と

健康リスクを考える必要がある。 

グラム陰性菌が産生するエンドトキシン曝露は

アレルギー症の重要な因子とされているが、曝露

時期によって免疫調節能力が付くことも、アレル

ギー症状を悪化させることもあり、ややこしい性

質を有していると考えられている。 

エンドトキシン（つまり、グラム陰性菌）は環境

中のあらゆるところに存在することから、微生物

汚染の指標として活用することも考えられる。 

アレルギー症は遺伝的な問題もあるが、生活環

境や生活習慣に起因することが多いことから、生

活環境のどのような因子が大きく寄与しているの

かを明らかにすることは罹患予防と症状改善の面

で重要である。 
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図 1 可塑剤の国内生産量（資料：塩ビ工業・環境協会）11) 

 

CO2 人間活動、燃焼器具

CO 燃焼器具

浮遊粉じん たばこ、燃焼、OA機器、衣服、再発じん

オゾン（O3） OA機器、静電式空気清浄機、電気集じん機、脱臭機

ホルムアルデヒド 建材、接着剤など

VOC 建材、カーペット、家具、什器、家電、インク、書籍など

SVOC 建材、プラスチック・人工皮革（可塑剤、難燃剤）、殺虫剤

NOx 燃焼器具、厨房

微生物 土壌、人間、汚染された空調機、水回り

ラドン 土壌、石材、コンクリート

アスベスト 建材、電気製品、自動車、家庭用品

アレルゲン 花粉、皮屑、ハウスダスト、真菌

におい 調理、体臭、芳香剤、建材、各種機器、カビ

たばこ 化学物質5,300種ほどでそのうち約200種以上は有害物質と言われる
CO、NOx、SO2、ベンゼン、ホルムアルデヒド、吸入性粉塵（粒子
状物質）、VOC等化学物質、におい、水蒸気の発生源

表 1 代表的な室内空気中の汚染質 
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図 2 環境中エンドトキシン濃度レベル 29) 


